
●開発コストを最小限に
すでに導入済みで使い慣れたASTERIA Warp
とSalesforceを有効活用することで導入コスト
をほぼゼロに。また、ユーザビリティに優れた
Salesforceアダプターを利用することで各シス
テムとの相互連携を2週間で実装。

●オペレーションコストの削減
システム毎に顧客行動履歴の多重入力が不要と
なりオペレーションコストを大幅に削減。

●来店予約数の向上
個々の顧客のステータスに即したメール送信な
どの施策により、来店予約数が向上。

●Salesforceに問い合わせ情報を集約
電話・ホームページからの問い合わせ情報を
ASTERIA WarpがSalesforceに自動登録。
これによりSalesforce上に全ての問合せ履歴を
集約。

●Salesforceと販売管理システムを同期
販売管理システムに入力される店舗接客情報と
Salesforce上に集約された問い合わせ履歴を相
互連携。1分間隔と、ほぼリアルタイムに連携。

●マーケティングオートメーションの実現
新たにマーケティングオートメーションツール
(Marketing Cloud) を導入し、Salesforce上に
集約された顧客行動履歴情報から個々の顧客の
ステータスに即したマーケティング活動を実施。

●顧客接点毎に異なるCRMシステムの統合
業務提携各社のシステムが引き継がれたことに
より以下３処理が別システムに。
・資料請求メール受付 (Salesforce) 
・電話、ホームページからの問合わせ登録

(コールセンター専用システム)
・店舗接客情報入力(販売管理システム）

●顧客行動履歴の効率的な管理
各システムに登録された顧客行動履歴は、他シ
ステム利用部門の接客においても重要な情報と
なるため、顧客行動履歴は他のシステムにも
多重入力を要し、オペレーションコストが増大。

●顧客の状況に即したマーケティング
個々の顧客行動履歴は保持しているものの、こ
のデータを有効に活用したマーケティング活動
のための仕組みが求められた。

異なるCRMの顧客行動履歴をSalesforceに集約し
マーケティングオートメーションに活用
個々の顧客のステータスに即したマーケティング活動が可能となり、
来店予約数が向上！

ワタベウェディング株式会社
京都府京都市中京区御池通烏丸東入笹屋町435番地 京都御池第一生命ビル7F
URL https://www.watabe-wedding.co.jp/
従業員数 単体 647名 連結 2,544名 （2020年12月31日現在）

ASTERIA Warp導入事例

導入背景

ワタベウェディング株式会社は、1973 年ホノルル店オープン以来、60万組以上のお客様のウェディングをお手伝いし、リゾートウェディング取扱組数No.1の実
績を誇る“リゾ婚”のパイオニア。国内外の挙式・衣裳・写真・美容・ハネムーンまで、ブライダルに関わるあらゆるサービスを融合させ多角的に展開している。
お客様に大切な人との「かけがえのない思い出づくり」をしていただくため、グループとしての総合力を結集した付加価値の高いブライダル提案を行っている。
同社は販売管理システムと会計システム(ProActive)間の連携のため5年前にASTERIA Warpを導入していたが、今回業務提携先毎に存在した異なるCRMの集約に
も活用する運びとなった。

●処理フローの一覧性
一目でどのような処理か把握可能。

●非属人性
誰が作っても同じようなフローと
なり個性が入りづらい。

●メンテナンス性
処理が抽象化されており、メンテ
ナンスが容易。

●トラブル対応の容易性
ログが自動取得されるので、トラ
ブル対応が容易。

ASTERIA Warp選定理由 利用イメージ

お客様から一言
ASTERIA WarpのココがGood!

ワタベウェディング株式会社

効果導入課題

アステリア株式会社
〒140-0014 東京都品川区大井 1-47-1 NTビル1F
https://www.asteria.com/ 

このカタログに記載された内容は2018年2月現在のものです。内容は予告なしに変更することがあります。

●今後予定しているグループ内
システムの統合での利用、
及び連携基盤としての活用。

●RPA用途での利用の検討。

●顧客の状況に応じた提案が可
能なマーケテイングオート
メーションの実現。

今後の予定

システム統括部
業務システムグループ

係長 丸山 拓 様

これまで会計システム・販売管理システム間の連携で利用していた
ASTERIA Warpですが、本プロジェクトで再活用したことで、
安定性の高いシステム連携を短期に構築できることを改めて再認識
しました。

業務提携で複雑化した社内システムを今後、連携・統合していく
ためにもASTERIA Warpを積極的に活用していきたいと考えてい
ます。

連携先 Salesforce 利用シーン データ連携 業種 サービス業

今回のプロジェクトメンバーの皆様

右から
システム統括部長 福富 啓之 様
システム統括部 業務システムグループ 係長 丸山 拓 様
システム統括部 システム企画開発グループ 係長 石毛 信次 様
システム統括部 システム企画開発グループ 係長 高橋 力也 様


